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＂
患
者
・
家
族
＂向
け
の
活
動

　

新
潟
勤
医
協
で
は
、「
病
気

に
な
っ
た
時
、
貧
し
く
医
者
に

か
か
れ
な
い
」
な
ど
が
な
い
よ

う
に「
無
料･

低
額
診
療
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
活
困
難
な

方
が
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
、
必
要
な
医
療
を
受
け
る
機

会
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｐ
Ｈ
加
盟
前

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
Ｈ

Ｐ
Ｈ
加
盟
後
も
必
要
と
し
て
い

る
方
に
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

　
Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
健
康
増
進
活
動
拠
点
病
院
お
よ
び
医
療
機
関
）
が
と

り
く
む
べ
き
課
題
は
疾
病
管
理
や
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
、
格

差
問
題
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｈ
で
は
そ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
て
、
患
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
、
職
員
も
含
め
た

３
つ
の
対
象
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　４月１日より舟江診療所長が関川智子所
長から、梨本篤所長に交代します。
　今後ともよろしくお願いいたします。

ま
す
。

　

こ
の
他
に
患
者
会
活
動
や
健

康
診
断
、
禁
煙
外
来
、
院
内
の

各
種
慢
性
疾
患
グ
ル
ー
プ
活

動
、
介
護
相
談
等
、
多
種
多
様

な
内
容
で
疾
病
予
防
や
健
康
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

＂
職
員
＂向
け
の
活
動

　

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
医
療
機
関
で
働
く
職

員
自
身
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
活
動

と
し
て
、
腰
痛
ベ
ル
ト
の
配
布

や
各
部
署
の
朝
礼
や
会
議
中
で

の
軽
体
操
の
実
施
、「
ウ
オ
ー

ム
（
運
動
施
設
）」
を
使
用
し

た
ス
ト
レ
ッ
チ
研
修
会
（
写
真

上
）
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、＂
患
者
・
家
族
＂
と

＂
職
員
＂
の
両
者
の
視
点
を
組

み
合
わ
せ
た
活
動
と
し
て
、
下

越
病
院
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
標
語
を

職
員
か
ら
募
集
し
、
院
内
の
テ

レ
ビ
画
面
で
患
者
向

け
に
発
信
し
た
り
、

か
え
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
診
察
ま
で
の
待

ち
時
間
を
患
者
、
職

員
が
一
緒
に
軽
体
操

を
行
い
、
共
同
の
と

り
く
み
を
意
識
し
た

活
動
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

医
療
機
関
に
お
い

て
患
者
・
家
族
と
職

員
は
お
互
い
に
関
わ

る
頻
度
が
非
常
に
高

く
、
両
者
に
合
わ
せ

た
Ｈ
Ｐ
Ｈ
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が

よ
り
良
い
医
療
の
提

供
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
最
終

回
は
＂
地
域
＂
に
焦

点
を
当
て
た
活
動
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
高
橋
　
良
太

第10回 新潟勤医協 健康友の会
代議員総会　ご案内

健康友の会の総会が上記日程で開催されます。
『代議員総会』は各支部から選ばれた代議員によ
る参加となります。ご注意ください。
総会議案をダイジェスト版でお知らせします

日時  ６月４日（土）午後2時開会
会場  新津地域学園・予定（新潟市秋葉区）

左から挨拶する健康友の会上杉
会長、工藤弁護士

新潟勤医協の事業所紹介⑩新潟勤医協の事業所紹介⑩ 舟江診療所通所
リハビリテーション

　

当
事
業
所
は
新
潟
市
中
央
区

の
下
町
地
域
で
運
営
し
て
お
り

ま
す
。
新
潟
市
の
中
で
も
高
齢

化
率
が
高
く
介
護
ニ
ー
ズ
の
多

い
地
域
で
す
。

　

毎
日
20
人
ほ
ど
の
方
が
ご
利

用
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
生
活
全
般
を
支
え

る
べ
く
体
調
の
確
認
や
入
浴
・

昼
食
の
提
供
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
の
身
体
機
能
や
生
活

状
況
に
応
じ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
お
り
、
ご
自
宅
の

環
境
を
見
さ
せ
て
頂
い
た
り
、

他
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
の
方
と
連

絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら

最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

時
間
的
な
余
裕
が
あ
り
、
ご

利
用
者
様
同
士
の
交
流
・
談
話

の
時
間
も
と
れ
る
為
継
続
し
て

通
う
た
め
の
張
合
い
と
な
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

他
、
読
書
や
将
棋
、
縫
い
物
等
、

好
き
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的

に
、
制
作
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

施
設
内
で
の
生
活
を
通
し
て

自
宅
で
の
生
活
動
作
の
安
定
・

向
上
を
目
指
し
、
少
し
で
も
長

く
＂
楽
し
く
＂
在
宅
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
職
員
一
同
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

憲
法
・
社
会
保
障
学
習
会
が

３
月
18
日
、
新
津
地
域
学
園
で

開
催
さ
れ
、
講
師
に
工
藤
和
雄

弁
護
士
（
新
潟
県
９
条
の
会
事

務
局
長
）
を
迎
え
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

戦
争
放
棄
、
交
戦
権
否
認
を

定
め
た
憲
法
９
条
は
世
界
の
宝

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
２
面
に
続
く
〉

“患者・家族”“職員”向け“患者・家族”“職員”向け
HPH活動 紹介2

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

　
断
固
抗
議
す
る
！
　
法
人
声
明
文
は
２
面

院 所 長 交 代

新　任
梨本　篤所長

退　任
関川智子所長

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

　
　
全
国
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日本国憲法は
国際政治の羅針盤
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〈
１
面
の
続
き
〉
と
こ
ろ
が
、

こ
の
憲
法
を「
押
し
付
け
憲
法
」

と
か
「
自
虐
憲
法
」
と
い
う
認

識
を
持
つ
人
た
ち
が
戦
後
長
い

間
日
本
の
政
治
の
実
権
を
握
っ

て
き
ま
し
た
。
憲
法
前
文
は
、

国
民
が
「
政
治
の
福
利
を
享
受

す
る
」
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま

す
。
政
治
の
目
的
は
「
国
民
を

幸
せ
に
す
る
こ
と
」
に
あ
る
の

で
す
。
憲
法
13
条
は
「
す
べ
て

の
国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
の
権
利
は
国
政
の
上
で
最

大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。」

と
定
め
、
憲
法
25
条
は
「
す
べ

て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
大
流
行
の
下
、
自
公
政
権

は
「
自
己
責
任
」「
自
助
」
を

強
調
し
、
生
活
困
窮
者
が
続
出

し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
冷
た

く
て
思
い
や
り
の
な
い
政
治
、

変
え
な
く
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

一
方
国
際
社
会
は
「
核
戦
争

の
危
機
」「
環
境
危
機
」
と
い

う
人
類
的
危
機
に
遭
遇
し
、
人

類
は
同
じ
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
こ

そ
、
平
和
主
義
、
国
際
協
調
主

義
を
掲
げ
る
日
本
国
憲
法
は
国

際
政
治
の
羅
針
盤
と
な
る
も
の

で
す
。
日
本
政
府
は
今
こ
そ
こ

の
憲
法
を
掲
げ
て
、
世
界
平
和

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
憲
法
に
自
衛
隊
を
明
記
』

し
て
も
平
和
主
義
、
国
際
協

調
主
義
に
寄
与
し
ま
せ
ん

　
「
自
衛
隊
明
記
」
の
狙
い
は

９
条
２
項
〔
交
戦
権
否
認
〕
の

空
文
化
（
骨
抜
き
）
で
す
。
日

本
を
戦
争
で
き
る
国
に
作
り
変

え
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
り
ま

す
。

　

２
項
削
除
案
は
自
民
党
が
２

０
１
２
年
に
発
表
し
た
「
自
民

党
憲
法
改
正
草
案
」
で
す
。
こ

の
案
は
国
民
の
支
持
を
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
同

じ
狙
い
で
憲
法
に
自
衛
隊
を
明

記
す
る
案
が
出
て
き
た
の
で

す
。
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
ら
自

衛
隊
は
正
真
正
銘
の
軍
隊
に
な

り
ま
す
。
自
衛
隊
は
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
し
、
米
国
と
一
緒

に
戦
争
す
る
こ
と
も
憲
法
上
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん

な
規
定
の
仕
方
を
し
て
も
い
っ

た
ん
憲
法
に
軍
隊
を
明
記
す
る

と
、
海
外

派
兵
の
歯

止
め
が
な

く
な
る
こ

と
を
外
国

の
例
が
証

明
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
て
「
国

連
は
無
力
」「
憲
法
で
国
は
守

れ
な
い
」
と
か
、
あ
げ
く
に
は

「
核
共
有
」
も
必
要
な
ど
と
改

憲
論
者
達
は
言
い
出
す
始
末
。

「
力
対
力
」
の
論
理
で
は
戦
争

は
回
避
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
惨
状
が
示

し
て
い
ま
す
。

　

む
し
ろ
平
和
主
義
と
国
際
協

調
主
義
を
発
信
し
続
け
る
こ
と

こ
そ
唯
一
の
被
爆
国
の
責
任
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
争
と
消
費
税
、北
方
領
土
、

米
国
と
中
国
の
関
係
悪
化
へ
の

危
惧
な
ど
質
問
・
意
見
が
多
数

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
医
療
、
介
護
、
社
会
保
障

の
現
状
」
と
改
悪
内
容
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
の
こ
と
も
人
権
も
、

憲
法
を
生
か
し
た
政
治
の
実
現

が
今
、
強
く
、
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
医
学
生
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
の
た
め
の
最
も
重
要

な
新
歓
（
新
入
生
歓
迎
）
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

６
波
の
影
響
で
、
当
初
予
定
し

て
い
た
対
面
で
の
新
歓
企
画
や

奨
学
金
説
明
会
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得

な
く
な
る
な
ど
、
こ
の
３
年
同

様
に
思
っ
た
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す

が
、
模
擬
面
接
な
ど
高
校
生
企

画
参
加
者
か
ら
の
合
格
報
告
と

い
っ
た
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
高
校
生
１
日
医
師
体

験
を
き
っ
か
け
に
医
学
部
進
学

を
諦
め

ず
に
頑

張
っ
て

き
た
と

い
う
学

生
も
お

り
、
私

た
ち
の

地
道
な

取
り
組

み
が
医

学
部
を

目
指
す
学
生
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
生
と
引
き
続
き
つ

な
が
り
を
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
出
会
い
も
あ

り
ま
す
。
近
年
、
新
潟
大
学
の

合
格
通
知
書
類
に
新
潟
民
医
連

の
資
料
を
同
封
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
そ
の
資
料
を
見
て
の

問
い
合
わ
せ
や
企
画
参
加
へ
と

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
同
封
し

て
い
た
だ
く
資
料
作
成
に
は
企

画
や
奨
学
金
制
度
の
案
内
な
ど

「
合
格
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
、

高
校
生
企
画
参
加
者
や
新
た
に

つ
な
が
っ
た
学
生
が
参
加
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
で
き

る
限
り
手
を
尽
く
し
、
よ
り
多

く
の
学
生
と
つ
な
が
れ
る
よ
う

少
し
で
も
多
く

の
学
生
と
つ
な

が
れ
る
よ
う
に

工
夫
を
凝
ら
し

て
準
備
し
て
い

ま
す
。

　

３
月
に
は
新

潟
大
学
に
入
学

が
決
ま
っ
た
学

生
を
対
象
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の

に
、ま
た
、

よ
り
良
い

学
び
の
場

な
ど
を
提

供
で
き
る

よ
う
に
活

動
し
て
い

き
ま
す
。

2022年3月3日法人・理事協議会で
　　　　　　　緊急声明を確認しました

　2022年２月24日、ロシア・プーチン政権はウクライナに対して
一方的に軍事侵攻を行った。すでに子供を含む多く民間人の死傷
者がでており、わたしたち新潟勤労者医療協会並びに新潟民医連
労働組合は、このウクライナに対する軍事侵攻に対し満身の怒り
を込めて断固として抗議するとともに、直ちに侵略を中止し、撤
退することを強く求める。

　戦争は罪もない人々の命を奪い、貧困を大規模に生み出す最も
愚かな行為であり、各国および日本国政府に対し、国連憲章と国
際法に基づいて紛争の平和的解決の努力を行うこと強く求める。
また、プーチン大統領は、ロシアが核大国であることを誇示し、
核兵器使用の可能性を示唆しており、広島、長崎の惨禍を経験し
た日本国民として発言の撤回を求める。

　国内においては、戦争反対の声を冷笑し、憲法９条改悪や「核
兵器シェアリング」を主張する勢力もいるが、突き詰めれば「武
力・暴力」により支配を容認、追求するものであり、力の論理で
行動するプーチン政権と同じ立場であり、厳しく糾弾する。

　私達は世界の反戦平和を求める人々と連帯し、「人類の生命と
健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平和
と環境を守る」ことを改めて確認し、断固としてたたかい続ける
ことを表明する。

以　上

ロシア政府によるウクライナ侵略に
　　　　　　　断固抗議し即時撤退を求める

社会医療法人新潟勤労者医療協会
　　　理事長　五 十 嵐　　修
新潟民医連労働組合
　執行委員長　樋　口　和　之

新
潟
民
医
連
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学
生
担
当
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な
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を
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に
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く
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た
い

新
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渡
辺
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平

緊 急 声 明

憲法生かした政治の実現を憲法生かした政治の実現を憲法生かした政治の実現を憲法生かした政治の実現を

新津総支部  元気だより

　３月20日、金津コミュニティーセンターで第６回
食料・生活支援が開かれ、約120人が来場しました。
整理券配布開始予定時間よりも早くから待つ人がい
て、開始時間を前倒し。前回に続き、番号順に10人
くらいずつ会場に案内しました。２時を過ぎると並
んで待つ光景も見られなくなりましたが、終了予定
時刻の３時まで来場する人が絶えませんでした。
　困りごとのアンケートでは「税金・ローン・光熱
費支払が負担」や「医療費の支払」という回答が増
えました。物価高の影響か70代の人で「年金だけで
生活できない」と回答した人が50％以上まで増え、
40代から60代の人では「仕事が減った」との回答が

増えています。
　風は肌寒かったものの時折日も射し、会場の窓を開けて
換気しながら開催できました。
またコミセン廊下には吊るし雛
飾りも下げられ来場者の目を楽
しませていました。新鮮な野菜
に加えてイチゴの支援もあり、
大変好評でした。季節の息吹を
感じられる食料生活支援になり
ました。

季節の息吹も感じる支援季節の息吹も感じる支援
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◆下越病院外来診療体制◆
※諸事情により医師体制が変更になることがあります。

●休診　　　　　　　　　………日曜、祝日、第２・第４土曜日
△午前中のみ診療　　　　　　　………第１・第３・第５土曜日
□午後診療のみ休診（午前及び夜間は診療あり）……第４金曜日
※入院の面会はお断りしています。

月 火 水 木 金 土

午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

一般内科
医師輪番 宮　野 医師輪番 酒　泉 菊　地 医師輪番
太刀川 周（大学医） 医師輪番 医師輪番 医師輪番

特診予約

（神経内科）川　上 （神経内科）河内（大学医）（神経内科）川　上（リハビリ）張　替（血管外科）曽　川 （神経内科）粟森（1・3週）

（神経内科）粟森 ～10：30 （呼吸器内科）斉藤智 （呼吸器内科）小　川 （呼吸器内科）斉藤智 （消化器内科）山　川 （神経内科）川上（3週）

（睡眠無呼吸）小　川（リハビリ）野　本 （腎）大　矢 （神経内科）粟森（2週）
　　　　　  ～10：30   

（神経内科）粟　森
（ペースメーカー外来）田中（2週） （循環器内科）田　中

（呼吸器内科）小　川（リハビリ）野　本
（腎）大　矢

（消化器内科）岩田（2・3・4・5週）

小児科 大河原 平　野 大河原 平　野 大河原 （交替）大河原・本間
皮膚科 吉　澤 吉　澤 横山令（大学医） 横山彩／島田（大学医） 富　井（大学医）

外　科 亀　村 亀　村
消化器外科 五十嵐 五十嵐 五十嵐 五十嵐
整形外科 有　井 有　井 有　井 有　井
泌尿器科  小　原（大学医）  斉 藤和（大学医）

午
　
　
　
後

特診予約
（消化器内科）山　川（神経内科）川　上（神経内科）粟　森 （神経内科）斉藤理（大学医）

（リハビリ）張　替 （認知機能診断）川　上

婦人科 萬　歳（大学医）
（13：30～17：00）

小
児
科

一般 本　間
（16：00～16：30）

相　澤（大学医）
（15：00～16：30）

喘息 （交替）大河原・本間 （交替）大河原・本間
予防接種 平　野 平　野 本　間 平　野 平　野

リウマチ外来 有　井

夜
間 特診予約 （呼吸器内科）小川（2週）

　　　　（17：00～） 
（消化器内科）山　川（禁煙外来）太刀川

（16：00～18：00） 

毎
月
一
回
は
保
険
証
と
診
察
の
た
び
に
診
察
券
を
お
忘
れ
な
く

受
付
時
間

午前
一般内科・外科・皮膚科　８：00～11：30（診察９：00～）
整形外科（紹介状のみ）　８：00〜10：30
小児科　　　　　　　　８：00〜11：00（診察９：00〜）

※外科の診察は１診 ９：30～
　　　　　　　２診10：00～
※土曜小児科受付は11：30まで

（診察10：00～）

午後 小児科（月・金）14：00 ～ 16：30　ただし第４金は休診

日 月 火 水 木 金 土
❶ 2 ❸ ❹ ❺ 6 7
❽ 9 10 11 12 13 �
� 16 17 18 19 20 21
� 23 24 25 26 27 �
� 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

❸ 4 5 6 7 8 ❾
� 11 12 13 14 15 16
� 18 19 20 21 22 �
� 25 26 27 28 � 30

かえつ歯科（歯科  小児歯科  歯科口腔外科）　電話 0250－25－5510
※予約制です。お口の中で気になる事がある方、お気軽にお電話ください。

診療時間 月 火 水 木 金 土
午　前 ８ ： 30 ～ 12 ： 30 ○ 休診 休診 ○ ○ ○

午　後
13 ： 30 ～ 17 ： 00 ○ ○ ○ ○
12 ： 00 ～ 16 ： 30 ○ ○

夜　間 17 ： 30 ～ 20 ： 30 ○ ○

◆かえつクリニック　　　　　　　　☎ 0250 － 22 － 5888
◆メディカルフィットネス・ウオーム　　　☎ 0250 － 21 － 2566
◆介護老人保健施設　おぎの里　　　☎ 0250 － 25 － 3071

かえつクリニック診療体制　＜全予約制＞
糖尿病内科　岡田節　渡辺敏　宮野　小林　　消化器内科　入月　河内　原田
循環器内科　岡島　末武　田中真　岡田義　星野　田中智　　内科　太刀川
呼吸器内科　斉藤智　　総合診療　酒泉　井口　　労災　五十嵐
※かえつクリニックの特診予約は他医療機関からの紹介の方のみの予約となります。

※夜間一般内科は、12月末日をもって閉診いたしました。

外来予約案内
一般内科は、受付順に診療します（予約制ではありません）
一般内科以外の科は、下記までお電話ください
夜間一般内科は閉診いたしました

外来予約・お問い合せは 電話（0250）22－4711
　◎受診日の前日までの電話予約受付時間は
　　　平　日　　　　　　　10：00～16：30
　　　小児科喘息外来は　　14：00～16：00
　　　小児科予防接種は　　14：00～16：00
　◎受診日当日の予約受付時間は　　8：00～11：00
◆泌尿器科・皮膚科は完全予約制です。
◆婦人科は現在、健診等のみの診察となっています。
◆整形外科は整形外科医の紹介状のある方を予約で受け付けて
います。

わたしたちの病院は、以下の料金をいただいておりません
○個室料金（差額ベッド代）
○初診時・再診時の選定療養費（紹介状なしで200床以上の病院
に受診した際にかかる料金）

何
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も
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会
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め
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話
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月～金曜日　　 ８時45分～18時 30分
第１・３・５ 土曜日　　８時45分～16時
第２・４ 土・日・祝日　　８時45分～12時

５ 
月

４ 

月

□

□

　３月11日、西区原発をなくす会の呼びかけで「メモリ
アルスタンディング」に坂井輪診療所安達所長と職員が
参加しました。
　午後２時46分に全員で黙とう。
　その後、安達所長が最初に訴えに立ち、「ウクライナ
の爆撃で死んでいく
子供たちが忘れられ
ない」ことや、チェ
ルノブイリからつな
がって福島原発の現
状を訴え、そして、
最後に「きびしくて
つらいたたかいだけ
れど、未来の子供た
ちを守るためにみん
なで声を上げ、訴え
団結しないといけな
い…」と結びました。

　東日本大震災・福島第
１原発事故から11年を迎
えた₃月11日午後₂時か
ら、中央区古町十字路で
「なくそテ原発」実行委
員会、原発をなくす新潟
県連絡会が主催するメモ
リアルスタンディングが
行われました。
　当日は健康友の会からも多くの会員が参加し、合わせて
34人が思い思いのカードを掲げました。
　はじめに犠牲者へ黙祷を捧げ、福島からのメッセージを
紹介。
　各団体によるリレートークではロシア軍によるウクライ
ナ侵攻、原発施設への攻撃に憤りの発言が相次ぎました。
　この日は全県で20か所、約800人が参加しています。福
島を忘れず、東電柏崎刈羽原発の再稼働を許さない運動を
今後も推進していきます。

坂井輪総支部  元気だより 白山舟江沼垂総支部  元気だより
坂井輪診療所職員も

メモリアルスタンディングに参加しました
坂井輪診療所職員も

メモリアルスタンディングに参加しました
坂井輪診療所職員も

メモリアルスタンディングに参加しました
坂井輪診療所職員も

メモリアルスタンディングに参加しました
３月11日福島原発事故から11年

古町十字路メモリアルスタンディング古町十字路メモリアルスタンディング古町十字路メモリアルスタンディング古町十字路メモリアルスタンディング
東日本大震災・福島第１原発事故から11年
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「マスクの着用」「換気」「手指衛生」に心がけ感染を予防しましょう。

旬 々 菜 々
●下越病院　栄養課●

旬 々 菜 々
も ち 麦 入 り ハ ン バ ー グ

※診療案内は３面に掲載。

イスに座った筋トレと脳トレ体操
かえつクリニック・メディカルフィットネス・ウオーム

インストラクター　土　田　朋　子

１．太 も も の 筋 ト レ

２．脳 ト レ 体 操

お問い合わせ：0250-21-2566（ウオーム直通） みなさまのお越しをスタッフ一同、
心よりお待ちしております。

ウオームでは見学、無料体験（２回まで）随時受付中です！

ぜひお気軽にお問合せください。 ウオームでは見学、無料体験（２回まで）随時受付中です！

ぜひお気軽にお問合せください。 

　イスに座ったまま手軽にできる運動です。今回は、足の付け根や太ももの筋肉を使う体操を
紹介します。姿勢良く行うことで、お腹や背中の筋肉も刺激できる一石二鳥の体操です。慣れて
きたら箱やタオルなどの障害物を置き、動きに変化を加えてみましょう。また脳トレ体操も
チャレンジしてみましょう。

★基本姿勢
１）膝を直角に曲げ、手は座面をつかみ身体を支える。
２）イスに浅めに座り、背すじをのばしましょう。
３）こぶし１つ分膝を開いて座る。【写真１】
回　数
 • 同じ足を５回～10回×１～２セット行いましょう。
　＊応用編も同じです。
方　法
１）２秒かけて右足を床から浮かせる。【写真２】
２）２秒かけて基本姿勢に戻る。（左足も同じように実施）
　＊上げて下して１回。

レベル★
１）両手を合わせ、両膝を

くっつける。【写真５】
２）手と膝を同時に離す。
【写真６】

レベル★★
１）手を離し、両膝をくっ

つける。【写真７】
２）両手を合わせ、同時に

膝を離す。【写真８】
方　法
１）基本姿勢をとり、足の横に箱やタオルなどの障害物を

置く。【写真３】
　（障害物が大きくなると運動強度も高くなります。）
２）障害物に当たらないよう、２秒かけて足を浮かせる。
【写真４】

３）２秒かけて、障害物の外側に上げた足を下ろす。
４）再び２秒かけて足を浮かせ、２秒かけて基本姿勢に戻

る。（反対も同じように実施）
 • 好きな音楽に合わせて、疲れたら休みを繰り返し、マイペースに実施
　してみましょう。
 • 歌いながら行うのもおすすめです。

回　数　 • ★～★★は10回～20回繰り返してみましょう。
　　　　＊１）と２）で一回。リズムよく繰り返す。

方　法　（★の数が多いほど難易度が上がります。）

★ポイント
 • 足の付け根から動かしましょう。
 • 足を浮かせた時に、太もも前面の筋肉に力が入るのを感じます。（　　　　の部分）

応　用　編

応　用　編

【写真１】 【写真２】

【写真５】 【写真６】

【写真７】 【写真８】

【写真３】 【写真４】

　今回は下越病院で提供している献立を紹介します。 
　もち麦は食物繊維が豊富で、食後の血糖値の上昇を抑えたりコレステロー
ルの正常化作用もあり健康効果がとても期待できる食べ物です。 
　香辛料（ナツメグ）を使用することで減塩にもつながり、もち麦のおかげ
で満腹感のある一品です。

１人分　エネルギー 206kcal 塩分 0.9g
 材　料  ２人分

合挽き肉　　120g
玉ねぎ　　　 40g
人参　　　　 10g
もち麦　　　　6g
パン粉　　　　6g
卵　　　　　 10g（約1/5個）
塩　　　　　　1g
こしょう　　 0.1g
ナツメグ　　 0.1g

（ソース） 
デミグラスソース　10g
トマトピューレ　　10g

 作り方  
①　もち麦は沸騰したお湯に入れ15分～20分茹で流水で軽く洗い水切りする。
②　玉ねぎ・人参はみじん切りにし、炒めておく。
③　肉、①、②、パン粉、卵、調味料、全ての材料を混ぜ合わせる。
④　こねたら適当な大きさに丸めフライパンで焼く。
⑤　焼きあがったらソースをかけ、好みの野菜をそえる。
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